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　近年の生命科学，医学の進歩はめざましく，とくに分子生物学的手法の応用など日進月歩の新知
識や方法を駆使して次々噺しい事実力・綱されて行くスピードは，私のような・古き良き時代・
に研究生活に入っ賭にとってはまさに驚異である。医療の現場においても，コンピュータ，医用
材料，電子技術等の進歩は著しく，新しい医療機器が導入され，昔は夢にも考えられなかった検査
等も簡単に出来る時代になった・一Sl，医学・医療は非常に科学的になったと錯覚を起こしそうで
ある・しかし・本当はまだまだ分らないことぽかりで，現実の医学・医療は科学的と言うには程遠
いものであることを我々は厳しく認識しなければならないのではないだろうか。
　たとえば，実際の医療の現場において診療手段の一つ一つを選択する際に，医師はどれだけ本当
に厳密な科学的判断をしているであろうか．結果がどう転ぼうと大事に至る危険が少ない場合には
少々不正確な判断をしたとしても問題は少なかろうが，その選択が患者の運命を左右しかねないよ
うな重大な場合に，本当は厳密な科学的判断をするだけの根拠が無いにもかかわらず，一応の「理
屈」（鰭な科学的根拠に基づかないものなら・真の醐ではない！）縦って，あるいはむしろ，
何となく慣習的に・方針が選択される場合が多いのではないか．その結果として，極端な例ではあ
るが，一時は大流行をした治療法が，暫く後には誰からも顧みられなくなってしまうなどといった
ことは決して稀ではない。
実際の診療に当っては・何らかの行動をとらなければならないわけである力榎は，それが真の
科学的な判断に基づくものでない場合には，実は自分は間違った選択をしているかも知れないとい
う可能性を常臆識して・観察を怠らないで結果を臆深くフォ・一する，という謙虚さを持つこ
とが医師には絶対に要請されることを強調したいのである。それがあって初めて，真に科学性を持
った医療へ向けての知識の蓄積が加速され，また，そうする努力を払う意欲も強く涌いて来るので
はなかろうか。さらに，その謙虚さがあれば，「説明と同意」はもちろん，本当に患者の立場に立
って考えるという態度が自然に出てくるはずである。
医学’医療に似而非でな順の科学性を持たせることは，倫理的・燗的な医学・医療と決して矛
盾するものではなく，むしろ，その最大の要件であろう。
（1）
